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３
月
議
会
は
５
日
開
会
さ
れ
ま
す
。
２
月
27
日
議
会
運
営
委

員
会
が
開
か
れ
、
提
出
予
定
の
議
案
、21
年
度
予
算
の
概
要
（
そ

の
内
一
部
抜
粋
―
別
掲
）
な
ど
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
一
般
質
問
の
通
告
が
26
日
で
締
め
切
ら
れ
、
金
澤
、

北
川
、
建
部
、
西
澤
の
各
議
員
の
順
で
６
日
（
金
）
に
行
わ
れ

ま
す
。
西
澤
議
員
の
一
般
質
問
通
告
要
旨
、
来
年
度
予
算
概
要

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。 

 Ⅰ
、
山
﨑
町
長
の
基
本
姿
勢
を
問
う 

１
、
格
差
と
貧
困
を
広
げ
る
自
民
・
公
明
政
府
の
も
と
で
、
憲

法
に
定
め
る
社
会
保
障
を
町
行
政
で
い
か
に
実
現
す
る
の

か
。
多
数
の
具
体
的
課
題
の
中
か
ら
、
①
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
ど
う
向
き
合
う
。
②
障
害
者
自
立
支
援
法
の
「
応
益

負
担
」
に
対
す
る
考
え
方
と
軽
減
策
。 

２
、
こ
の
課
題
と
密
接
に
関
連
し
て
「
貧
困
」
と
「
偏
見
」
の

克
服
を
支
援
す
る
行
政
の
課
題
が
正
常
に
機
能
し
て
い
た
の

か
「
放
置
土
地
」「
滞
納
」
問
題
を
含
め
、
ま
じ
め
な
総
括
が

欠
か
せ
な
い
の
で
は
。「
地
域
・
出
身
」
で
施
策
・
対
応
を
分

け
る
同
和
行
政
の
継
続
で
解
決
で
き
る
と
考
え
て
い
る
の

か
。
ど
う
し
て
、
同
和
行
政
を
継
続
す
る
理
由
と
し
て
、
あ

る
「
差
別
事
件
」
が
根
拠
と
な
る
の
か
。 

３
、
尼
子
駅
前
整
備
事
業
に
か
か
わ
る
土
地
問
題
。
清
潔
・
公

平
・
公
正
が
行
政
ト
ッ
プ
の
第
一
の
資
質
で
あ
り
、
現
在
も

土
地
開
発
を
め
ぐ
り
「
町
民
の
声
を
聞
か
な
い
」
こ
と
の
根

本
的
反
省
が
必
要
。 

―
な
ぜ
、
尼
子
駅
広
場
の
南
側
の
土
地
は
、
ど
の
よ
う
な

経
過
を
た
ど
っ
た
の
か
。「
問
題
が
あ
っ
た
」
と
認
識
し
て

い
な
い
の
か
。 

４
、
ふ
る
さ
と
交
流
村
構
想 

①
町
長
が
掲
げ
る
「
農
業
振
興
」
と
「
地
域
振
興
」
と
い
う

内
容
を
洗
い
ざ
ら
い
全
て
明
ら
か
に
し
て
説
明
を
尽
く
し
た

上
で
、
住
民
の
意
向
調
査
を
何
ら
か
の
方
法
で
実
施
す
る
こ

と
が
現
時
点
で
も
必
要
で
は
。
こ
の
手
続
き
―
住
民
合
意
を

通
過
し
な
け
れ
ば
、
貴
方
が
掲
げ
る
目
的
に
進
む
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

②
農
地
転
用
を
め
ぐ
る
疑
問
点
の
解
明
を
。 

Ⅱ
、
公
正
な
行
政
事
務
の
実
現
を 

税
金
の
徴
収
間
違
い
の
背
景
な
ど
。 

Ⅲ
、
町
民
の
く
ら
し
と
営
業
の
支
援
を
重
点
に 

１
、
鳥
獣
被
害
へ
の
対
策
強
化
を
。 

２
、
安
心
で
き
る
介
護
保
険
制
度
の
抜
本
的
な
改
善
の
た
め
に
。 

３
、
町
内
中
小
建
設
業
者
の
保
護
育
成
と
家
計
応
援
の
一
石
二

鳥
の
効
果
生
む
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度
」
の
創
設
を
。

宅
内
水
洗
化
工
事
促
進
の
支
援
策
と
し
て
も
。 

４
、
健
康
増
進
の
た
め
に
も
高
齢
者
（
当
面
６
５
歳
か
ら
）
の

プ
ー
ル
利
用
料
軽
減
を
。 

Ⅳ
、
定
住
自
立
圏
構
想 

議
会
は
し
っ
か
り 

仕
事
を
す
る
時
で
す
。 

西
澤
議
員
の
談
話 

 

雇
用
情
勢
が
さ
ら
に
悪
化
し
た
こ
と
が
ニ
ュ
ー
ス
で

報
道
さ
れ
ま
し
た
。
報
道
に
よ
る
と
、
３
月
末
ま
で
に

解
雇
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
解
雇
予
定
の
労
働
者
は
近

畿
で
１
万
３
８
９
９
人
、
内
、
滋
賀
県
が
大
阪
や
京
都

な
ど
よ
り
も
一
番
多
く
４
６
０
３
人
。
１
月
の
有
効
求

人
倍
率
も
大
阪
よ
り
悪
く
０
・
５
７
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
今
こ
そ
、
国
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
議
会
が
集
中
し

た
論
議
で
、
町
民
の
雇
用
と
暮
ら
し
・
健
康
を
守
る
仕

事
を
し
っ
か
り
と
す
る
時
で
す
。
▼
提
案
さ
れ
る
来
年

度
予
算
の
中
で
、
緊
急
雇
用
対
策
に
２
千
万
円
（
内
容

は
現
在
不
明
）
な
ど
計
上
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
例
え

ば
介
護
保
険
料
の
６
５
歳
以
上
の
基
準
月
額
が
４
１
０

０
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す（
滋
賀
民
報
よ
り
）。一
方
、

ふ
る
さ
と
交
流
村
に
関
し
て
、「
施
設
検
討
委
員
会
」
を

こ
れ
か
ら
設
置
と
い
う
の
に
、
用
地
の
「
本
造
成
」
と

「
建
築
設
計
」
の
予
算
を
６
８
９
５
万
円
も
計
上
し
て
、

あ
く
ま
で
施
設
建
設
を
強
行
す
る
構
え
で
す
。
し
か
も
、

農
業
や
地
域
振
興
を
ど
う
す
る
か
の
「
検
討
」
で
は
な

く
「
拠
点
施
設
の
検
討
」
で
あ
り
、
ま
や
か
し
の
臭
い

が
き
つ
い
も
の
で
す
。
▼
農
業
振
興
・
地
域
振
興
を
は

か
る
と
い
う
な
ら
、「
施
設
建
設
の
凍
結
」
を
宣
言
し
、

土
木
・
建
設
に
使
う
予
算
を
介
護
保
険
料
・
利
用
料
の

引
き
下
げ
、
水
道
料
金
の
引
き
下
げ
、
子
ど
も
・
高
齢

者
医
療
の
補
助
拡
充
な
ど
に
回
せ
ば
、
家
計
が
少
し
は

元
気
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

3月議会に提案される 
2009年度予算から（抜粋） 
交流村関連 
◆敷地本造成・建築設計他  

68,957 
☆拠点施設検討委員会設置 545 
他の農業農村振興 
◆農政推進専門委員設置 2,100 
◆農業振興コーディネーター 

240 
◆地域農産物開発育成   750 
◆地域活動補助      250 
◆園芸作物振興補助（パイプハウ
ス、付帯設備、防鳥ネットなど） 

6,251 
◆農地水環境保全向上対策 9,726 
◆環境こだわり農業支援  189 
◆花がささやく甲良路推進 350 
その他 
◆子育て支援センターなど 34,974 
◆防火水槽設置（北落工業団地内） 

16,000 
☆緊急雇用対策     20,000 
☆ふるさと雇用対策   19,744 
◆呉竹センター改築  444,237 

（単位千円） 
☆＝新規事業 

6 日（金）一般質問に傍聴を 
金澤議員、北川議員、建部議員、西澤議

員の順。6日（金）9時開会されます。一般質
問は、議案質疑・討論・採決の後おこなわれる

ため、時間は流動的となります。なお、会期（19
日を最終に）の正式決定は5日の本会議で。 
その他の日程は、10日・11日：予算決算常
任委員会、12日：総務民生常任委員会（9：00
開会）、産業建設常任委員会（13：30開会）19
日：本会議開会（1：30開会）＝委員長報告、
討論など。 
詳しくは議会事務局におたずねください。 


